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Webサイト｢iCONMキッズ｣
子ども達の科学リテラシー向上へ

医工看共創が先導するレジリエント
健康長寿社会の実現に向けて
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第1回
キックオフシンポジウム

　突然ですが、科学はお好きですか？「理科は苦手」「学生時代、生物はいつも赤点だ
った…」なんて、「科学」という単語に苦手意識を持つ人も多いのではないでしょうか。
　かれこれ30年くらい前から、子どもたちの理科離れはメディア等で取り上げられて
います。iCONMはこの事態を深刻に受け止め、科学に携わる者としてその魅力を発
信できないかと考えました。近年は、科学館での展示やワークショップ、高校での出
前授業、オンライン公開講座など、教育分野にも積極的に活動範囲を広げています。
　こういった活動の一環として、2020年にiCONMの研究内容をわかりやすく紹介す
る10分程度の動画「ナノワールドへの挑戦」を制作したところ、小中高生とその保護
者から大変ご好評をいただきました。
　この動画に端を発し、2022年夏、iCONMの研究を紹介する場として「iCONM キ
ッズ」というウェブサイトを開設しました。このiCONMコラムで紹
介しているような内容をはじめ、「何を使って、どんなことができる
のか？」「どうしてそうなるのか？」といったことを、専門知識がな
くてもイメージ・理解できるような解説を心掛け、今後記事を増やし
ていく予定です（専門用語の解説ページもあります）。また、
iCONMで働く人々の紹介ページなども設け、iCONMに親しみを持
ってもらうと同時に、将来の職業選択のヒントにしてもらいたいと考
えています。iCONMでは様々な経歴や異なる文化を持つ人たちが一
緒に働いており、科学に国境はないことをきっと実感していただけま
す！
　サイトをきっかけに科学に興味を持ち、将来は科学者を志す子ども
たちが増えたらもちろん素晴らしいのですが、そのほか、子ども時代
に科学と決別してしまった大人の方々がiCONMキッズのサイトを見
て、純粋に「なるほど」「面白いなあ」と思っていただけたらとても
嬉しいです。お子さんの自由研究にもぜひご活用くださいね。

概　要：
　昨年10月に文部科学省/科学技術振興機構（JST）に採択された共創の
場形成支援プログラムのキックオフシンポジウムを次の通り開催いたし
ます。iCONMを中核として指導した研究プロジェクトが目指す「しなや
かな医療」と皆さんと共に創る「看護の将来」について、ご紹介・議論
いたします。皆さまのご参加をお待ちしております。
日　時：2023年3月27日（月） 13:00～16:00
会　場：ステーションコンファレンス川崎・オンライン（ZOOM）によ

るハイブリッド開催
　　　※会場収容人数の都合上、会場参加のご希望に添えないことがあ

ります。ご了承ください。
言　語：日本語・英語（同時通訳）
参加登録：3月23日（木）までにホームページより
　　　　　お申込みください

【問い合わせ先】公益財団法人川崎市産業振興財団
　ナノ医療イノベーションセンター 
　CHANGE研究推進機構事務局
　☎044-589-5785
　E-mail : change-event@kawasaki-net.ne.jp

◆プログラム◆ （詳細はHPをご確認ください）
▶開会挨拶
▶来賓挨拶
▶第1部『プロジェクトの概要紹介』
　昨年10月より始動したCHANGEプロジェクトについ
て、川崎市からのメッセージ、プロジェクトリーダー
である一木隆範よりご紹介いたします。
▶第2部『しなやかな医療を目指して』
　本プロジェクトでは４つのターゲットと5つの研究開
発課題を策定し、様々なアプローチからレジリエント
健康社会を目指します。各テーマリーダーより取り組
む研究課題についてご紹介いたします。また、パネル
ディスカッションではご参加の皆さんからの質問やご
意見を交えて、テーマリーダーと共に議論いたします。
▶第3部『看護の将来を共に創ろう』
　将来を担う若手の看護師や現役高校生とCHANGE研
究者の間で行われたワークショップの結果を公開する
とともに、パネルディスカッションを開催し、参加者
からの意見や質問を交えて、将来の看護のあり方につ
いて議論を深めます。
▶閉会挨拶
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